
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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定期考査４ 1○ ○

○ ○ 1

○ ○ ○ 26

〇

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。

○

Lesson 1　【知識及び技能】未来を表す表現
（未来進行形／be to do）・時制の一致を活用
できる。
【思考力、判断力、表現力等】海外で狂言を広
めている，チェコ出身のオンジェイ・ヒーブル
氏へのインタビューを読んで理解し、その内容
や感想を自分の言葉で書いたり話したりして伝
えることができる。

Lesson ２　【知識及び技能】・未来完了形
・前置詞を活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】インドのカレー
がどのように日本のカレーへと変貌したかにつ
いての説明文を読んで理解し、その内容や感想
を自分の言葉で書いたり話したりして伝えるこ
とができる。

・指導事項　学習方法の理解、自律学習の基
礎作り
・教材　教科書Heartening、listening教
材、ターゲット1900
・各自必要に応じて端末でオンライン辞書を
活用する

○ ○ ○ ○

Lesson ７　【知識及び技能】さまざまな分詞
構文・独立分詞構文／付帯状況を表す〈with＋
名詞＋分詞〉を適切に活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】国境なき医師団
の看護師，白川優子氏の活動についての物語文
を読んで理解し、その内容や感想を自分の言葉
で書いたり話したりして伝えることができる。

Lesson ８　【知識及び技能】・比較に関する
表現・従属接続詞を適切に活用することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】神聖な山に最新
の望遠鏡を設置すべきかについて，対立する2
者の意見文を読んで理解し、その内容や感想を
自分の言葉で書いたり話したりして伝えること
ができる。

・指導事項　学習方法の理解を踏まえて自律
学習を展開する
・教材　教科書CREATIVE、listening、速読
教材、ターゲット1900
・端末で見つけた関連資料の内容を伝えあう

○ ○ ○ ○ ○

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。

定期考査３

○ 30

Lesson ５　【知識及び技能】さまざまな不定
詞・seem [appear] to do／seem [appear] to
have＋過去分詞を活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】サメの動画にお
いて，そのBGMが人に与える影響について述べ
た報告文を読んで理解し、その内容や感想を自
分の言葉で書いたり話したりして伝えることが
できる。

Lesson ６　【知識及び技能】SVOOの受動態
・They say [believe] that … などの受動態
を活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】遊びが成長にも
たらす利点についての説明文を読んで理解し、
その内容や感想を自分の言葉で書いたり話した
りして伝えることができる。

・指導事項　学習方法の理解を踏まえて自律
学習の展開
・教材　教科書Heartening、listening教
材、ターゲット1900
・各自必要に応じて端末でオンライン辞書を
活用する

〇 〇 〇 〇

○ ○ 1定期考査２

○

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。

○ ○ ○ 25

Lesson ３ 【知識及び技能】助動詞＋have＋過
去分詞・助動詞に関連する表現を活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】コペンハーゲン
がどのようにして世界有数の自転車都市となっ
たかについての説明文を読んで理解し、その内
容や感想を自分の言葉で書いたり話したりして
伝えることができる。環境の保全や社会の形成
参画について、自分なりの意見を持つことがで
きる。

Lesson ４ 【知識及び技能】さまざまな動名
詞・動名詞を使った表現を活用できる。
【思考力、判断力、表現力等】国や文化による
顔文字の違いについての論証文を読んで理解
し、その内容や感想を自分の言葉で書いたり話
したりして伝えることができる。異文化コミュ
ニケーションについて考え、自分なりの考えを
持つことができる。

・指導事項　学習方法の理解、自律学習の基
礎作り
・教材　教科書Heartening、listening教
材、ターゲット1900
・各自必要に応じて端末でオンライン辞書を
活用する

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査１

○

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。

○ ○ ○ 30
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数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解
を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況などに応じて適切に使い分け
る技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考え
などの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあっ
たりすることができる力を身に付けている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き
手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図
ろうとする態度を身に付けている。

Heartening English Communication Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話
すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身
に付けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考え
などの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを適切に表現したり伝えあったりすることができる力を身に付けて
いる。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国
語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。

外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4
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156

10

1

【知識及び技能】【思考力、判断力、表現力
等】
年間を通して扱った英文の類似トピックについ
ての英文を読んで理解することができる。

・指導事項　学習方法の理解を踏まえて自律
学習を展開する
・教材　教科書Heartening、listening教
材、ターゲット1900
・各自必要に応じて端末でオンライン辞書を
活用する

○ ○ ○ ○ ○

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。

○

30

Lesson ９　【知識及び技能】関係代名詞と前
置詞／関係副詞の非制限用法・複合関係詞
を適切に活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】人工知能の最新
技術やロボットとの共生についての説明文と意
見文を読んで理解し、その内容や感想を自分の
言葉で書いたり話したりして伝えることができ
る。

Lesson １０　【知識及び技能】仮定法を使っ
た表現・無生物主語を適切に活用することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】月が地球に及ぼ
している影響についての説明文を読んで理解
し、その内容や感想を自分の言葉で書いたり話
したりして伝えることができる。

・指導事項　学習方法の理解を踏まえて自律
学習を展開する
・教材　教科書Heartening、listening教
材、ターゲット1900
・各自必要に応じて端末でオンライン辞書を
活用する

○ ○ ○ ○ ○

○定期考査５

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」
を各観点に基づいて学習のまとまりごとに
ABCの段階で評価する。それらに基づいて
年度末の評価を決定する。


